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表 1.1 鉄道車両用主回路機器の高性能化技術調査専門委員会活動記録 
回 開催年月日 場所 参加者 備考 

第１回 平成 20 年 
10 月 31 日 

自動車会館 
１階会議室 

20 名  

第２回 平成 20 年 
12 月 10 日 

電気倶楽部 
A 会議室 

15 名  

第３回 平成 21 年 
1 月 19 日 

日本交通協会 
特別会議室 

15 名  

第４回 平成 21 年 
2 月 19 日 

日本交通協会 
特別会議室 

16 名  

第５回 平成 21 年 
4 月 14 日 

日本交通協会 
第１会議室 

16 名  

第６回 平成 21 年 
5 月 22 日 

西武鉄道 武蔵丘

車両検修場 
会議室 

11 名 午前；西武鉄道正丸

変電所および武蔵丘

車両検修場見学会 
午後；委員会 

第７回 平成 21 年 
7 月 2 日 

電気学会 
会議室 

15 名  

第８回 平成 21 年 
8 月 7 日 

電気学会 
会議室 

9 名  

第９回 平成 21 年 
9 月 17 日 

鉄道総研 
本館 111 会議室 

14 名 鉄道総研燃料電池試

験車両見学会併催 
第 10 回 平成 21 年 

10 月 29 日 
日本交通協会 
特別会議室 

11 名  

第 11 回 平成 21 年 
12 月 14 日 

日本交通協会 
第１会議室 

17 名  

第 12 回 平成 22 年 
1 月 19 日 

日本交通協会 
第１会議室 

10 名  

第 13 回 平成 22 年 
2 月 22 日 

日本交通協会 
第１会議室 

15 名  

第 14 回 平成 22 年 
3 月 29 日 

日本交通協会 
大会議室 

14 名  

第 15 回 平成 22 年 
4 月 22 日 

日本交通協会 
第１会議室 

15 名  

第 16 回 平成 22 年 
6 月 3 日 

日本交通協会 
特別会議室 

15 名  

第 17 回 平成 22 年 
6 月 28 日 

日本交通協会 
第１会議室 

10 名  

第 18 回 平成 22 年 
7 月 22 日 

日本交通協会 
第１会議室 

12 名  

シンポ

ジウム 
平成 22 年 
8 月 25 日 

芝浦工業大学 
豊洲キャンパス 

304 教室 

 
約 50 名 

電気学会産業応用部

門シンポジウム「鉄

道車両用主回路機器

の高性能化技術」 
第 19 回 平成 22 年 

8 月 25 日 
芝浦工業大学 
豊洲キャンパス 

509 教室 

14 名  

第 20 回 平成 22 年 
9 月 28 日 

電気倶楽部 
A 会議室 

13 名  

 

1. まえがき 

電気鉄道，即ち電動機によって駆動される鉄道

車両は 100 年以上の歴史を有し，代表的な公共交

通機関として広く利用されている。主電動機およ

びその制御用電源回路は主回路と呼ばれ，電気車

の主要構成要素となっている。主回路機器はスペ

ースの制約された車両に搭載されることから，堅

牢で小形・軽量なことが要求される他，低コスト，

高信頼性，省保守，低騒音，省エネルギー等，種々

の面での高性能化が要求され，進化を続けてい

る。特に，この 30 年有余のパワーエレクトロニ

クス技術の進展により，抵抗制御の直流電動機か

ら，インバータ制御の交流電動機駆動に置き換わ

り，大幅な小形軽量・省保守・省エネルギー化が

進んだ。特に省エネルギー化に関しては，近年の

地球環境意識の高まりを背景に，環境に優しい省

エネルギーな交通機関と言われる鉄道において

も，その要求はますます高まっている。 
このような状況に鑑み，省エネルギー化技術を

中心に，国内外の主回路機器の新技術に関して系

統的な調査を行うことにより，電気鉄道技術の向

上と業界の発展に寄与することを目的に，交通・

電気鉄道技術委員会に「鉄道車両用主回路機器の

高性能化技術調査専門委員会」（委員長：松岡孝

一，調査活動期間：平成 20 年 10 月～22 年 9 月）

が設立された。爾来月に約１回のペースで委員会

を開催し，活発に調査活動を進めてきた。その間，

主電動機および電力変換装置を中心に主回路機

器の高性能化技術，およびそれを支える解析，評

価，蓄電装置等の周辺技術について系統的な調

査・分析を実施した。また，委員会と併設して見

学会や電気学会産業応用部門大会でのシンポジ

ウムも開催した。表 1.1 に委員会の活動記録を示

す。 

本技術報告書は上記調査専門委員会による調

査結果をまとめたものであり，「主電動機の高性

能化技術」，「電力変換装置の高性能化技術」，「主

変圧器その他の高性能化技術」，「蓄電装置による

主回路システムの高性能化技術」，「車両システムの高性能

化技術」，「消費エネルギーの評価技術」の各章で構成され

る。 
本報告書が，最近の鉄道車両用主回路技術の現状と今後

の動向把握の一助となり，業界の今後の発展に貢献するも

のと信ずる。 
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